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新鮮読菜として蛮要な価値を有するトマトの栽培上に於ける研究は今日迄幾多の研究論文があり実際

栽培上極めて貢献している｡しかしてトマトに及ぼす環境要素の中,土壌の反応に就てほ喧々な報告が

あり,その結果も一定していない｡勿論栽培条件に依って土壌の反応には変化があり,土耕栽培と水耕

栽培砂耕栽培についても変化がある｡即ち Emmert(2)(1930)に よれ ばトマトの生育に適した PHは

7.5-8.0とし,Parker(10)(1934)でに6.2-6.4が最適とのべている.此の外 Arnon(1)他 (1942),

Hartman(L5)他 (1938),Hester(6)他(1936),川島(7)(1938),奥田(a)(1947)等々により報告文は記載さ

れ,何れも中性か或は徴酸性仰こマトの生育に好適の範囲があるとのべている｡しかるにWeiske(ll)(19

29)によればトマトの最適PIIは8とされているが,これについては並河,杉本両氏((J)(1935)の述べ

られている株に実験のPHのきざみが粗いので,これを細かく区分すれば中性或は敵性側に傾くのでは

ないかと思われる｡斯様に研究者により夫 異々る土壌酸度の値が出ているが,本実験に於ても砂耕栽培

を行い, トマトの生育が土壌酸度により如何に影響され,且体内成分に如何なる変化を及ぼすかを検討

して, トマトの生育に通した pH価を得る目的で行われたものである｡第1報として生態に及ぼす影響

を述べる｡本実験を遂行するに当り終始御指導を戴いた京都大学農学部附属農場主事,福田助教授並に

御援助を裁いた畑作郡御一同に感謝の意を表する｡

実験材料及び方法

突放は1954年京都大学農学部附属摂津農場に於て行った｡使用した トマトは醒苛絹より購入した一代

雑瞳世界一である04月10日C200の温床に播喧し,4月23日一回移植 (3寸×3寸)を行い,5月28

日よく揃った苗を予め用意した直径1尺の素焼鉢に定植したO用いた砂は淀川筋の山崎にて採取された

川砂である｡水素イオン濃度はPH5よりPH9までの問を0.5宛に区切って9区とし,各区は素焼鉢

5ケを以って1区とした｡

肥料溶液の構成としては,その成分割合として第1表の如くにし,毎週月曜日及び金曜日に各鉢に2

第1表 肥料成分 第2表 徴量成分 立宛夫 施々要したO叉棲量肥量要

濃 度 一一二､rh h鉢当り施要量 素の欽乏を防ぐために第2表の割

N2 】 80p.p.m MgSO1.7H20 1 0.tF;g
P205 40p.p.m

Ki!0 40p.p.m

MnSOI.4H30 1 0.002g
Na..tT3407.10Heol o.04g
FeCJ:1 1 0.02g

ZnSO1. 7Hi50

CuSO4.5Hi!0

0.4mg

0.2mg

合にして2週間に一回各鉢に施要

した｡潅水は毎日1回原則 と し

て晴雨にか わゝらず行い,特に乾

燥した場合は2回潅水を行った｡

各鉢の濯水量は1回2立とした｡

肥料溶液及び濯水は予め各区毎に

PHを調節したものを用いた｡即ち酸性側に於てほ塩酸にて,アルカリ性仰 こ於ては苛性曹達にて調節を

行った｡実験はトマトの活着した6月1日から行い,7月15日に全株を掘 り上げ生体重,乾物盃を測定
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した｡尚乾物は成分含量調査の為に使用した｡生育中は夫々の鉢に就て草丈の測定を行い,沓植物体の

令花房に就いて第1花の開花期の調査を行い,各区の果実の肥大状況を調査した｡又6月24日に各区に

於て同日開花した花より花粉をとり,花粉の発芽力試験を行った｡

実 験 結 果

6月1日より実験を開始したので此の時期に於ては各区とも, トマトの英数は8-9枚を有し,且播

電名50日を経過しているので,藤井氏(4)(1947),江口氏(3)也 (1938)等 によれば既に第1及び第2花

房の花芽形成が行われているのであるから本実験のトマトの第1花房第1花の開花期は6月8日～9日

であり,第2花房第一花の開花花期は6月18日～20日であった｡第3花房及び第4花房の第1花の開花

日は第3表の如くであった｡即ちPH6.5及び7の区に於ては開花は正常であるが,それよりも酸性側

第3表 トマ トの闘花日 第4表 トマト花粉発芽試験
良-､J 管 野 l智 野 ＼＼盲＼ i覧 粉#
P.H.5
5.5 盲6B28日

6:5 7,:,:……≡

7月6日 P.〟.5
∫/ 5日 5.5

1/ 5日 6

// 3日 6.5

∫/ 3日
∫/ 8日
∫/ 8日
∫/ 8日

発 芽 率
(形)

114134 i …90.',2

51

182

85

128

73

58.0

51,8

46.6

45.8

37.9

註 寒天1,00/庶糖6%の発芽床を用いたO

或はアルカリ側に於ては次第に開花日が遅れている｡時にPH 9においては掘り取りの7月15日に於て

も第4花房は開花するに至らなかった｡次に6月24日に開花した花を用いて花粉発芽力試験を行った成

績は第4表の如くであるOこの表について見ると発芽率はPH 7の58%を最高にしてPH 9の37.9%が

最低となっている｡この場合発芽床のPHは6.4･であった｡この様に花粉の発芽力も水素イオン波度に

より低下する事はトマト体内にPHの影響が表われたものと考えられる｡

次にトマトの草丈の変化を調査したものが第5表であるQ即ち5月28日定植時の長さを100として,

第 5表 土壌酸度がトマトの草丈に及ぼす影響

p五 十㌔ご l 28/r･ I +/oE10 17 , 24 l 1/7 I 8/7 1 1G/7

註 草丈は5月28日の長さを各区とも100としてその比数で示した｡

掘現時の7月15日まで測定した長さをその比数で表わしたものである｡この表について見られる如く最

もよく伸長を示したのは PH6.5及び7の両区であり他は大々低下している｡しかしその低下の割合は

それ程顕著ではないのであって,この様な生育を示した事は当事の気象関係並に砂新栽培という事に大
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きな関係があるのではないか と考えられる｡又 PH8.5の区に於ては草丈の伸長歩合もよく且又生体 乗

並 びに乾物重も大 きいことは 如何なる原因 によるものかは判断できないが今後検定を行 う予 定である.

第6表 ト マ ト 生 体 罵

〒 妄三 二 ｢短評 ~j豪 君 晒 当 節 T二糎 訂 二車 重

二‥1 -_-∵ 三‡ ≡-三

7.5
8

8.5
9

29.2 L 324.0

6608:60 を 44…:6.
73.6

79.6

81.4

69.2

65.8

86.0

76.6

-=T
■~
こJ･J
Ir1--I,I
II-
-.

51.6
55.2
53.4

52.0
JIB.ll
61.6
50.8

113.2
117.0

213.0
360.5

125.2 ■ 375.0

134･8 I 339･4
134.8 471.4

5.7

3.4

4.2

3.6

4.4

諾14:日 4248…:≡ l 芸'.≡

147･6 i 353･8
129.4 d 341.0

次に7月15Elに掘上げた トマトの生体乗の変化を示したのが第6表である｡椴の重量に於ては中性域は

PH6.5に於て大でそれよりアルカt)性側或は酸性側において滅少し{.いる｡地上部重量の変化に於ても

PH 7,6.5を中心として次第に減少している｡所がT/R率に於ては反対の現象を皇し中性近くに於て

は液少し,酸性,アルカリ性伸こ於て高くなる傾向を示している｡これは酸性及びアルカリ性に於ては

地上部の発育に比して地下邦の発育がそれ程発育しないという事が考えられ,この事は水素イオン濃度

第7表 トマトの乾物重及び乾物率

地下 部 吉 葉

P.H.5 r 23 6.53

5.5t 2･6

竿(翌た L竺 (警 空
7.2 11.87

9.61 8.6 12.64

6.5! 3.8 1 9.87

7 E, 3･8 ト 9･90

7･5 3･9 r 13135

8.5 3.6 1124

9 こ 3.5 11.68

9.1 18.35

10.1

10.3

8.8

8.2

10.2

8.3

(g) l (ア左)

地 上 部 (除果実)

㍉ 十 .･.:･...:

6.9 14.18 I 14.1 事 12.45

6.7 18.65 t 15.3

8.0 15.51

12.70 1 8.0 14.51

12.70 1 6.8 13.09

6.7 13.92

7.8 12.64

17.1

18.1

17.7

15.6

14.9

13.05

13.64

13.45

13.16

12.82

13.07

18.0 i 12.21

7･8 15135 ミ 16･1 l lBl63

第8表 トマト果実肥大生長 (横径) (cm)

亨｢完千 三√ 丁 二義;~1 2言1 3

o
T
7

7
.
8

8
.
9

oO.

t92
01

76

詳

0

0

1

0

1

0.9 1.37 : 1.85 j 2.10

I ～
I.52 1.78 1 208

0.81,;. 0.20 1.69 i 2.06

9

Cq
8

6

6

6

0

ュ

0

0.97 1.00

209 2.27

0.76 0.83

註 P･IT･7･5の革は落果により測定中止｡
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によって地下部の生育が仰制されると考えられるのであるO

次に乾物蛮及び乾物率の変化については第7表の如くであるO地下部の乾物重の多少は生体重と同様

な幌向を示しているが,乾物率に於ては酸性側がアルカリ側に比して幾分減少している｡しかるに某に

於ける乾物率は中性附近に於て大でそれより酸性及びア′レカル性に於て減少しているo地上部全体にづ

いて乾物率を見ると,PH6,6.5において最大を示し,この事はその水素イオン濃度において トマト植

物の充実の程度がよい事を示すものと考えられる｡次に6月28日に結果した果実につき果実の肥大成長

を測定したものが第8表の如くであるOこの裏に於ては PH6.5の区にみられるが肥大は相当に進んで

いるので他の区との比較は困難ではあるが,しかし時期別の肥大量を考えると他の区よりも肥大の程度

が大である｡斯様に果実の肥大状態もPH6.5及びPH7に於て良好とみられるのである｡即ちトマト

の生育が如何なる土壌酸度に於て正常に行われるかは本実験に於ける砂耕栽培に於てPH6.5-PH7で

はないかと考えられる｡

考 察

植物の生育に対する水素イオン濃度は夫々の植物に於て或る巾を持っているものである事は既に知られ

て居り,且夫々の研究者によっても土壌反応が特定の作物に対して一定して いな い｡これは並河,杉

秦(9)両氏 (1935)の調査に於ても見受けられるものである｡

本実験に於て行った トマトの砂耕栽培について考察すると,まづ トマ トの開花日の問題がある｡実験

開始当時既に花芽分化を行っている第1,第2花房は土塊酸度が変化しても開花期を遅延される事なく

第1花房の第1花で6月8日-9日に,第2花房第1花で6月18日-20日に開花している｡しかし末分

花であった第3,第4花房に於ては土壌酸度の影響を受けて3表に見る株に開花期の遅延が認められ

実験終了時の7月15日に於てもPH9の区では開花していないのであるOこの事は上述の様に土壌酸度

が開花を遅らしているのであるが,換言すれば植物体の生育を仰制する為に起る現象であると考えられ

るC生育量即ち草丈の変化についての土壌酸度の影響は5-表に示した如くである｡ トマTの生育が土壌

が強い酸性或はアルカ1)性を皇する時は仰倒され,生育不能になる事は既に Emert(2)(1930),Hartm

an(5)他 (1938),其の他の人々により研究されている事ではあるが,本実験に於ては,PH5,PH9等

の強い酸性或はアルカリ性に於ても生育不能になる様な等はなく,草丈に於てはPH7,PH6.5に比し

て稗々劣る程度のものである｡しかしながら花粉の発芽力試験に於ては強アルカリ性土壌であるPH9

の区に於て発芽率は中性土壌であるPH7に比べて低下し,その65%程度の発芽率しかない事である｡斯

様に土壌酸度の影響が花粉の発芽刀に及ぼす事は,果実の肥大にも表われる様になり,8表にある如く

肥大生長がPH6.5を中心としてPH9及びPH5になるに随い肥大が遅れている｡この事は果実は充

分に発育できない事であり, トマ トの目的とする果実の収量に土壌酸度の影響が大であることが認めら

れる｡

又 トマトが生育するに当っては充分な板の伸長があって初めて地上部の生育がJrCi調に行われる事は勿

論であるO土壌酸度が高いか或は低くなると根の発育は充分に行われない罫は6表の地下部の重量によ

っても伺える軍である｡この為に地上部の生育が制約されてる事は草丈や地上部重に於てわかる事がで

きるQ叉地上部の重量があまり変化が見られなくてもT/R率にて考えられることは,その値はあまり
高 くなる事は地下部との生育の均衡がとれなくなり,植物体が不健全な生育状態となりPH 5の様に果

実の生産は期待できない｡

斯様に土壌酸度の強弱は トマトの生育に及ぼす影響は大なるものがある｡未実験に於いて砂新栽培に

よりトマトの生育に適する土壌酸度はPH6･5-PH7の範囲にある様に考えられる｡しかし他のPH5

-PH6,PH7.5-PH9の各地区に於いても,生態の変化はPH6.5,PH7の両区iこ比 して極端な

減少もなく,叉枯死する程でもない結果を得たのであるから, トマ トは土壌叉応に対して適応性の広い
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植物であるとも云えるのであるが,未実験は屋外に於て行い実験期間中は丁度梅雨に遭遇したために,

PHを調節した溶液及び湛水は雨水により稀釈され或は流出した為に斯様な実験結果となり,土壌酸度

の影響は トマトの植物体に軽減されて上記の様な実験結果となったのではないかと考えられる.当時の

気象状況は第1図に表した如くである｡

第1図 実験期間中に於ける気象

坪

内
日

常

か

7

乙

5

4

5月T句 ELR上旬 甲句 下旬 7F7上司 中旬

摘 要

1 土壌酸度が トマトの生育に及ぼす影響について砂耕栽培により1954年6月より京都大学農学部附

属農場に於て実施した｡実験はPH 5よりPH 9までの間を0.5に区切って9区とし各区は素焼鉢5偶

を以って1区とした｡肥料溶液及び湛水は予めPHを調節した液を用いた｡

2 草丈はPH 6.5及び7が生育よく,他の区は生育が仰制された｡開花日は第1及び第2花房は各

区とも差がなかったが,第3及び第4花房に於ては PfI6.5及び7の区以外は遅延した｡花粉の発芽試

験においてはPH 7が58%で最高でありPH 9が37.9%で最低であった∩果実の肥大生長 に於 て も

PH6.5の区が最もよかった｡

3 板の生体霞に於ては PH6.5に於て最も重く,叉地上部の重量も同区に於て重く他の区はそれよ

りも盲成少しているOT/R率では中性附近に於て低く酸性及びアルカリ性になるに随い高くなる.乾物

重.も生体重と同様な傾向があり,葉の乾物率は中性に於て高い0

4 本実験においてトマトの生育にはPH 6.5-PH 7の土壌酸度が適当であると考えられるo
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Summary

1. Experimentscarriedoutfrom Junein1954onexperimentalfarm ofagricultural

facultyofKyotouniversityastoforinfluenceofsoilacidityonthegrowthoftomato

plants.TherewasputnineplotsseparatedatO.5from pH5asfaraspH9andeachplot

wasaplotwithfivepots.Manuresolutionandirrigationwereappliedtopreviouscontrolled

solution.

2. Plantlength in pH6.5and pH7Weregoodandotherplotswereregulatedthe

growth.Floweringofthefirstandthesecondcorollawithoutdistinguished,butthethird

andthefourth withoutpH6.SonpH7werelaced.Theperecentageofpollengermination

onpH7wasthehighestandpH9wasthelowestofalltheplots･Onthe壬uitsenlargment

ofpH6･5Werethemostguicklyofallmepeots･

3. AtthegreenweightoftherootsandthetopswerethemostweightinpH6.5than

inotherplots.IntheT/RratiowerethelowestinpH7thaninotherplots･Atthedry

weightoftomatoplantswereastoasgreenweightanddrycofficientofleaveswerehigh

inthepH7.

4. InthisexperimenttherewasthoughtthatthegrowthoftomatofittopH6.5-pH7

0fsoilacidity.
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